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１.研究の概要 

 金は磁性を持たない代表物質であるが, 近年の研究により金のナノ粒子や薄膜とした 0 次元や 2 次元

系では興味深い磁性を示すことが分かってきた。この磁性の起源は今も研究段階であるが, 分かってき

ていることは表面に露出した金原子が磁性を担っているということであり, ナノ粒子系ではシンクロト

ン放射光を使ったX線吸収分光法や, 薄膜の系では光電子分光法で明らかにされてきた。申請者は数年

前から金の表面の磁性に注目してきた。その背景として, 発表済みであるが金-水界面で興味深い磁気応

答を見つけたことであり, また平成 20 年度に行った研究では, 単分子膜が吸着した金表面が, 意外なほ

ど大きな磁性を持つことが分かってきた。磁性の大きさの比較対象としては, 強磁性金属であるニッケ

ルや鉄の約 1/10, 常磁性金属である白金やパラジウムと比べればおよそ 10 倍程度である。もちろんバ

ルクの金と比べれば桁違いに大きい。そこで, 仮説としてこの磁性の起源が界面に吸着した単分子膜が

表面金原子に化学結合することにより, 表面に局在した自由電子帯に磁気的な相互作用を及ぼしている

のであろうと仮説をたて検討を開始することにした。 
 

２.研究の成果 

 平成 20 年度に行った研究の切り口としては，正常な単結晶金の表面の作製し，アルカンチオールな

どの金に特異的に化学吸着する単分子膜を形成して，その表面を，表面磁気光学効果(SMOKE)と呼ば

れる磁気測定を行った。未修飾の裸の金の測定結果と比較すると，単分子膜で覆われた金表面は磁性を

持つことが分かった。この測定を注意深く繰り返し，また，化学吸着ではなく静電的に吸着する単分子

膜などと比較を，現在行っている。この結果は，金のナノ粒子が磁性を持つ報告例と符合し，非常に興

味深い結果となった。その原因としては，金表面の欠陥で化学吸着した膜が乱れて不対電子が生じ，金

に磁性が誘導されると現在考えている。 
 

 

研究の背景 磁気測定装置 清浄金表面の評価結果 
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